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１ 今年度の授業内容 
 本授業では、教職への⼀体感を⽬指して、教育
法規、教育原理、教育史、教師の⽣活世界につい
ての概論やディスカッションを通して、基礎的知
識・理解を深める。また⾃⼰の適性について⾃⼰
評価する。 
 
2.今年度の遠隔授業と対⾯授業  

本年度は、クラス分けを⾏い、遠隔授業 (知識
理解)と対⾯授業(思考・判断・表現)を実施した。
クラス A（⼩学校）、クラス B（中学校、特⽀、幼
年）のコース・サブコースで⼆つに分けた。本来
であれば、幼年と特⽀を⼩学校に組み込みたいと
ころではあるが、残念ながら、⼈数のアンバラン
スを調整するため、⽬的や内容ごとのクラス分け
が困難であり、今後の課題である。 

具体的には、前半の８回について、知識理解に
関わる内容（中間テスト）については繰り返し学
習ができるように、Stream を活⽤して動画学習を
各クラス交互に４回ずつ受講できるようにした。
またその動画学習を受けて、対⾯クラスでは、動
画学習内容を踏まえて、ディスカッションができ
るようにした。その後、後半８回の授業では、共
通回を対⾯で受講し、思考・判断・表現に関する
資質能⼒や興味・関⼼・意欲、態度に関関する資

質能⼒を⾼める内容を中⼼に構成した。 
 

３ DP 対応調査の結果から 
 昨年度より、DP 対応調査の内容が変化したた
め、R3 年度と R4 年度の結果⽐較から検討を⾏い
たい。 
 まず R4 年度では、「技能」を除く項⽬において、
「とてもそう思う」という回答が昨年度よりも⾼
い割合で回答されている。特に、「知識・理解：教
育と教職に関する確かな知識と、得意とする分野
の専⾨的知識を修得している」に関する項⽬では、
15％以上割合が増加し、あまりそう思わないとい
う回答が⼤きく減った。また、「思考・判断・表現」
に関する項⽬も、15％近く、割合が上昇し、「あま
りそう思わない」という回答が⼤きく減少した。
これらは、反転授業を⽣かして、ディスカッショ
ンやケーススタディを取り⼊れた成果であると
考えられる。⼀⽅、「技能」について今年度、「DP
対象ではない」という割合が増加しているが、調
査前に、この授業の対象としている DP を説明し
たことによって、この結果が⽣じた。 
 なお、今年度、動画の字幕が間に合わず、ダイ
バーシティ対応については⼤きな課題があった。
次年度、この点について改善し、さらに授業内容
の理解促進に努めたい。 
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計

R4 71.8% 26.4% 1.8% 0.0% 100.0(163)

R3 55.6% 36.8% 10.5% 0.0% 100.0(133)

R4 22.6% 10.7% 0.0% 66.7% 100.0(168)

R3 36.8% 47.4% 18.0% 0.8% 100.0(133)

R4 59.5% 39.9% 0.0% 0.6% 100.0(163)

R3 43.6% 47.4% 12.0% 0.0% 100.0(133)

R4 74.2% 23.9% 1.2% 0.6% 100.0(163)

R3 67.7% 32.3% 3.0% 0.0% 100.0(133)

知識・理解：教育と教職に関する確かな知識と、得意とする分野の専⾨的知識を
修得している

技能：教育活動に取り組むための⼗分な技能を⾝につけている

思考・判断・表現：教育現場で⽣じているさまざまな現代的諸課題について、専
⾨的な知⾒をもとに、その対応⽅策を理論に基づいて総合的に考え、その過程や
結果を適切に表現することができる
興味・関⼼・意欲、態度：教師としての使命感や責任感を持ち、⾃⼰の課題を明
確にして理論と実践とを結びつけた主体的な学習ができ、⾃主的に社会に貢献し
ようとする


